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　第’1報ではHC1酸性のFeC1。溶液から亘C1・EtherでFe料を抽出Lたのであるが，此

の第2報では．

　（1）Fe3＋とA13キの混合せる場合

　（2）SO。ラ・及びPO．3一が各共存する場合

　（3）ベントナイト（通称）及びセメン・トより純アルミナの製胆について研究しナこ。　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　験一

　L塩化アルミニウム水溶液より抽A13＋の抽出有無。緕晶性AユC1．16H．Oを精製し之より

軌010159／ml　A1の試液を作つた。此の溶液10m1を蒸発乾澗し，HC1（比重1ユoo）の

50触を加え再溶解し，HC1－Etherで蓮続5同抽出処理を行つナこ結果，重量法でA1量を
決定した。

　　土Fテル液暦：A13＋なし

　　水液暦：α010189／m1A1
之によりA13＋はHC1－Etherにて抽出さ牝なv叱とを再確認Lナこ。

　IL　A1肘とFe3＋とが共存する場合に多Fe3＋の抽出に対L，A13＋の影響の有無。

　　試液1o，010179／狐1Fe（F6c1。），α010159／m1A1（A1c1、）

　　（1）’A13＋二Fe3＋二1：1

　各の試液10皿1宛をとつて混合し、之を蒸発乾潤し，HC1（比重1，100）の50m1に再

溶解し，等容Hα一Ether（比重1100HC1の等容と反覆2回共振したもの）で蓮続抽出
を行う。

　4回抽出処理後の水液暦1Na二S．O。の消費量＝α21㎜1…O．O01399／皿1Fe…1．38％Fe

　5回抽出処理後

工←テル液暦　Na．s二〇；の消費量＝1538血1…α010179／m1Fe

｛
水液厨Feなし

勘ち，5回の抽出処理によりA13＋より完全にFe3＋を分離除去さ牝る。

　　（2）　A13＋：Fe3斗＝5：1（FeC13＝2m1，A1C12＝10蛆1）

　　　4回抽出処理の水液暦1Fe3＋痕跡

　　　5回　　　　　：Fe3＋なし
　　（3）　A13＋二Fe3二10二1（FeC13＝1m．1，A1C13＝10皿1）

　　　4回抽出処理の水液暦：Fe3＋痕跡

　　　5同　　　　　　　　　　　　：Fe3＋なし

　　（4）　A13＋二Fe3＋＝50二1（FeC13二α5加、1，A1C13二25m1）

　　　4回抽出処理の水液暦1Fe3＋の痕跡
　　　5回　　　　　　　　　　　　二Fe3＋なし
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　　（5）　A13＋l　Fe3斗二10011（FeC13二α5m1，A1C13＝50皿1）

　　　2回抽出処理の加液暦1Fe3キの痕跡

　　　3同　　　　　　　　1Fe3＋なし

　　（6）　A13＋：Fe3＋＝500二1（FeC13＝O．1皿1，A1C13＝50m，1）

　　　2同抽出処理の水液暦1Fe3＋め痕跡

　　　3回　　　　　　　　　二Fe3キなし

　nL　Fe3＋の抽贈にSO．2一叉はP0．3・の影響有無。

　Feα。10㎜一を蒸発乾潤し，50皿1のHα（比重1，100）を加えて再溶解し，之に35，143

NのH三SO。をO．01～α05皿1加えて，αO07～0，035N－H．SO。酸性とせる．ものにつき，

HC1－Ethenで5回連続抽出処理を行い完全にFe3＋を抽出することが出來た。菖口ちSO．2一

の影響は認めら牝ない。

　叉Na：lPOゴ3H・Oを甲いて・之の1N溶液を作る・Feα・溶液の10皿1を蒸発乾澗し，

50皿1のHC1（比重1，100）を加えて再溶解する。之に1N　Na．PO。液を加えてO．O07二

〇・035NのPO・3■溶液としプこものにつき，HC1－Etherで5回蓮続抽出処理を行い完全に

Fe3＋を抽出除去し得た。唱口ちPO。トの影響沓認めら牝ない。

　IV。島根縣能義郡荒島村産ベン’トナイト（通称）より純アルミナの製出

　　　　　　　　　　　　　　　ベントナイトの分析組成（夕6）

　水分　灼熱滅量　不溶解残澄　SiO・　Fe・O・　A1三〇。　CaO　Mg0
　　6，19　　　　　　　2．32　　　　　　　　54．90　　　　　　　17，19　　　　　　1．47　　　　　14，35　　　　1，94　　　　　2．42

　帥ちFeコ031A1コ03：1．47二14．35÷1：10

　　　　Fe：A1：1．O二76÷1二8

灼熱処理したベントナイト粉末1gから普通の方法でFe（OH）。，A1（0H）。の混合物を分離

し，之を少量のHc1に溶解Lて，正確に100皿1に稀釈する。　ごの溶液はo．oo0109／皿1

Fe，o．000769／皿1A1

　畠口ちFe3＋1A13＋÷1：7

この混合溶液の10m1をとり蒸発乾澗し，50mlのHC1（比量1，100）に再涛解した後夕

HC1－Etherで3回連続抽出処理するごとにより完全にFe3＋を除去し得た。水液暦よりエ

Fテルを蒸溜し去る。エーテルは精製したものな牝ば還元性不純物は混在しない筈である

が，念のため此の残溜水溶液に10m1のHρ。を少量宛数回に分けて加え携拝1カ回熱1煮

沸を経て過剰のH．O。を分解し去る。この溶液の一部をとり沃度法でFe3＋の痕跡なきごと

を確めた。大部の溶液はNH・OH水で弱アルヵリ性として，A1（OH〉。を沈澱せしめ，濾

過・水洗1灼熱して純アノレミナを得た。

　V。目本セメント会耐ポルトランドセメントより純アルミナの製出

　　　分析組成1Fe．O。（365％），A1．0。（624％），S1O。（2115％）

　Iv・と同檬の処理を行い，αoo02559／皿1Fe，αoo0339／皿1A1畠口ちFelA1こ111．3の溶液一

　を得テこ。

　ごの10m1を同前の処理をしナこ後，HC1－Etherで3回連続処理するごとにより完全に

Fe3＋を抽出除去し得た。処理ポIVと同様にして純アルミナを得た。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　語

　（1）A1C1。溶液をHC1－Etherで蓮続抽出処理を行つても，A13＋は抽出さ牝ないことを
　　　　　1）
再確認した。
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　（2）種々なる割合に混在するFeC13，’A1C1、水溶液より夢Hα一Etherで数回蓮続抽出を

行つてFe3キを完全に除去し得ら牝ることを明かにし牝。、

　（3）FeとA1との定量分離にSO．2’，PO．3’の影響なきことを明かにしテこ。

　（4）実際例として荒島村産通称ベントナイト及びセメγトよりFeを抽出除去して純ア

ルミナを製串しナこ。

　　変　　　鱗’

　第1報に同じ。


